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団
結
と
協
調
の
願
い
込
め
て

一

創

刊

メ

ッ

セ

・■

ン

青
山
小
学
校
区
二
十
自
治
会

町
内
会

（
二
、

二
〇
〇
世
帯
）

及
び
二
十

一
団
体
が
参
加
し
、

政
令
指
定
都
市
誕
生
で
関
屋

分
水
以
西
に
新
し
い
行
政
区
を

形
成
す
る

「
西
区
」
。

六
月
十
八

日
、

信
濃
川
の
関
屋
分
水
の
堤

に
色
と
り
ど
り
の
ベ
ゴ

ニ
ア
を

植
栽
し
て
花
文
字

「
西
区
」
を

製
作
し
た
。

花
文
字
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
団
結
と
協
調
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

西
区
は
都
市
と
農
村
が
共
存

す
る
形
で
市
街
地
を
形
成
。

人

口
十
六
万
人
を
確
”
る
町
Ｒ
緒

こ
の
行
政
区
。

青
山
小
学
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会

（村
川
順
二
会
長
）

は
九
月
二
十
二
日

「
区
長
と
語

る
会
」
を
開
き
、

西
区
の
山
口

四
郎
区
長
と
ま
ち
づ
く
リ
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
諸
課
題
を
め
ぐ

っ
て

意
見
交
換
し
た
。

協
議
会
か
ら

は
自
治
会
長
、

民
生
委
員
ら
三

十
二
人
が
出
席
。

区
の
概
要
説

明
が
あ

っ
た
後
、

山
田
区
長
が

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
に
つ

い
て
の
①
安
心
　
安
全
の
町
づ

く
り
②
区
職
員
の
意
識
改
革
②

信
頼
と
親
し
み
の
あ
る
区
役
所

な
ど
の
方
針
を
示
し
、

地
区

コ

に一キ

青
山
小
学
校
区
ヨ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会

長

村

川

順

三

自
主
的
町
づ
く
り
活
動
を
目
指

し
て
、

十
八
年
八
月
こ
十
四
日

に

「
青
山
小
学
校
区

コ
ミ
ユ
ニ

テ
ィ
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。　

一
年
を
経
過
し
、

こ
れ

ま
で
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
、

蜜
同

山
小
学
校
区

コ
ミ
協
だ
よ
り
」

を
発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

共
に
同
じ
地
域
に
住
む
人
々
が
、

安
心
　
安
全
で
、

楽
し
く
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
様
に
、

皆
様

の
ご
理
解
、

ご
支
援
と
、

当
協

議
会
の
更
な
る
活
動
の
発
展
を

願

っ
て
、

本
語
創
刊
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

区
長
と
語
る
会

ミ
協
と
の
協
働
の
区
政
運
営
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
自
治
会
長

ら
が

「
ま
ち
づ
く
り
の
内
容
が

総
花
的
、

何
を
重
点
的
に
や

つ

て
い
く
の
か
」
と
区
長
の
考
え

方
を
た
だ
し
た
後
、

高
北
道
路

網
の
改
良
と
整
備
、

浦
山
四
区

の
区
回
整
理
、

電
線
の
地
中
化
、

商
店
街
の
振
興
な
ど
を
め
ぐ

っ

て
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

ま
た
、

関
屋
堀
割
町
内
会
長

ら
か
ら
、

選
挙
の
期
日
前
投
票

会
場
に
つ
い
て

「
従
来
通
り
、

市
役
所
本
庁
合
で
も
出
来
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
が

出
さ
れ
た
。
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第 1号 平成 19年 1 1月 1 0日

柿
山
地
と
自
主
防
災
会

の

設
立
総
会
と
発
会
式
が
六
月

二
十
四
日
、

青
山

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
た
。

浦

山
地
区

の
十

三
自
治
会
　
町

内
会

で
構
成
、

二
十
六
十

一

世
市
が
加
入
す

る
白
主
防
災

組
織
。

松
会

で
は
山
田
四
郎

面
区
長
が

「
災
官
時

で

一
番

会   長 村 川 順 三

総務担当副会長 高 橋 恒 夫

会誕 錦 陰 長 佐 藤    孝

祉
ん
だ
。

倒
壊
家
屋
の
下
か
ら

れ
災
者
を
助
け
出
す
液
山
作
業

に
は
大
勢
の
参
加
者
が
迅
速
に

行
動
し
、

本
析
さ
な
が
ら
の
訓

練
を
展
開
し
た
。

新
会
長
に
と
藤
孝
氏

（市

―――

五
区
）、
副
会
長
に
宮
沢
武
司

（青

山
上
山
）
、

■
山
義
男

（市
山
中

央
区
）
両
氏
が
就
任
し
た
。

災

喜

那

５

”
い

の

石

‘
を

守

る

。

浦
山
地
区
自
主
防
災
会
設
立
総
会
・発
会
式

大
切
な

の
は
近
所
同
十

の
助

け
合

い
」
な
ど
と
お
机

い
を

述
べ
た
後
、

議
事
に
移
り
、

規

杓
よ
詔
、
十
九
年
度

の
■
★

計
画
を
決
め
、

役
員
を
選
出

し
た
。

初
代
会
長

に
送
任
さ

れ
た
村
川
順
■
氏
は

「
地
域

の
防
災
力
向
上
に
ヽ
く
し
て

い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

西
区
打
明
地
区
の
自
主
防
災

会
は
九
月
二
十
九
日
、

第
二
回

防
災
訓
練
を
青
山
小
■
枚
で
実

施
　
地
ｋ
住
民
約
二
百
人
が
参

加
し
た
。

私
時
れ
に
息
ま
れ

体
青
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
両
会

場
で
各
班
に
分
か
れ
、

消
火
実

習
や
け
が
人
を
運
搬
す
る
タ
ン

カ
づ
く
け
な
ど
に
真
剣
に
取
り

平
成
十
九
年
、

度
市
山
地
区

防
犯
協
会
裕
会
が
六
月
二
十
三
日
、

青
山

ヨ

ミヽ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で

開
か
れ
、

十
九
年
度
の
事
業
計

画
と
新
役
員
を
承
認
し
た
。

柿
山
地
区
向
上
防
災
会
の
初

め
て
の
大
が
か
り
な
防
災
訓
練

が
十
月
二
十

一
日
、

同
地
区
の

や
す
ら
ぎ
公
国
を
二
会
場
に
行

わ
れ
、

十
■
白
冷
会
　
町
内
会

か
ら
約
四
百
人
が
参
加
し
た
。

「
午
後
八
時
三
十
分
、

支
度
６

の
地
震
発
生
」
の
恕
定
で
実
施
．

あ
い
に
く
の
悪
天
候
だ

っ
た
が
、

各
自
治
会
単
位
で
近
く
の
第

一

避
難
所
に
集
合
し
た
後
、

自
清

会
の
の
ぼ
り
抜
を
立
て
や
す
ら

ぎ
公
田

へ
。

新
海
市
前
防
局
の

指
導
で
初
期
消
火
の
訓
練
に
取

り
和
む

一
方
、

起
震
草
に
来
り

込
ん
で
実
際
の
地
震
の
相
れ
を

体
感
し
た
。

振
動
の
柿
さ
に
身

■

い
し
、

手
を
取
り
合

っ
て
緊

張
し
て
い
る
親
子
も
い
た
。

~′
~千

Com■ Ky。 じAYOや  n Aoyomo e emeniory soい oo Oヽ 1市い 0



平成 19年 11月 10日第 1号

まつの会

青 山 コミュ三テ イハウス文化祭

親和会民踊

思
い
思
Vヽ

力
作
ズ
ラ
リ

熱
演
に
歓
声
と
拍
手

平
成
１９
年
１０
月
２６
日

〓
２８
日

作
　
口ｗ
　
展
…
１０
月
２６
日
　
２７
日

芸
能
発
表
会
…
１０
月
２８
日

が

ん
ば

っ
て
い
ま
～
す
。

平
成
十
九
年
度
の
青
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
八
ウ
ス
文
化
祭
が
十

月
二
十
六
～
二
十
八
日
の
日
程

で
開
か
れ
た
。

同
八
ウ
ス
の
利

用
サ
ー
ク
ル
が
日
慣
の
研
鎮
の

成
果
を
披
露
す
る
年

一
回
の
晴

れ
舞
台
。

九
団
体
が
出
品
し
た

の
芸
術
の
秋
。

♪ヨロとPa専 ゃ、人

元気涼ろム ポ ケませA～

作
品
展
に
は
書
道
、

日
本
画
、

編
み
物
な
ど
労
作
が
展
示

さ
れ
、

芸
能
発
表
会
で
は

コ
ー
ラ
ス
、

民
踊
、

健
康

体
操
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

七
団
体
が
熱
演
、

会
場
は

歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
、

思
い
思
い
の
芸
術
の
秋
を

楽
し
ん
だ
。

平
成
十
九
年
度
、

新
潟

市
西
区
浦
山
地
区
の

「
ふ

れ
あ

い
の
集

い
」

三
同
山

小
学
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
な
ど
主
催
）
が
九

月
十
日
　
同
市
小
針
の

一

宮
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

七
十
ｈ
歳
以
上
の
高
締
者

が
参
集
し
て
交
流
す
る
お

な
じ
み
の
行
事
で
、

元
気

印
約
百
五
十
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

主
催
者
側
の
村
川
順
ニ

会
長
の
あ

い
さ
つ
、

集
い

の
企
画
、

運
常
に
当
た

っ

た
民
生
　
児
童
委
員
、

自

治
会
長
が
順
次
紹
介
さ
れ

た
後
、

西
区
の
沢
田
雄
司

副
区
長
が
長
年
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
て
き
た
出
席

者
に
討
意
を
述
べ
た
。

会
食
と
同
時
平
行
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
ま
ず
、

お
笑
い
集
回
の

「な
ま
ら
」

の
二
人
が
全
場
、

風
船
を

巧
み
に
あ
や
つ
つ
た
妙
技

を
扱
露
し
た
後
、

健
康
体

採
で
じ
ょ
ん
の
び
し
な
が

ら

「
元
気
小
唄
」
の
番
え

歌
を
斉
唱
し
た
。

「
…
…
頭
と
足
腰
　
使
う

人
　
一万
気
あ
る
人
　
ボ
ケ

ま
せ
ん
」
。
日
常
の
些
事

か
ら
離
れ
、

歌
や
踊
り
に

栗
じ
　
初
秋
の

一
日
を
存

分
に
楽
し
ん
だ
。

平成19年 度 浦山地区
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平成 19年 11月 10日第 1号

西
区
の
関
屋
分
水
左

岸
の
上
手
や
遊
歩
道
を

さ
れ
い
に
す
る

「信
濃

川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が

七
月
二
十
二
日
行
わ
れ

た
。

絶
好
の
清
掃
国
和

に
恵
ま
れ
、

地
区
住
民

五
十
五
人
が
参
加
　
空

き
缶
や
紙
く
す
な
ど
を

拾
い
集
め
、

地
域
の
環

境
実
化
に
汗
を
流
し
た
。

西
有
明
町
の
有
明
福
社
会

館
で
八
月
六
日
　
そ
う
め
ん

流
し
が
行
わ
れ
　
同
館
和
み

の
部
屋
の
利
用
者
　
児
童
セ

ン
タ
ー
の
子
ど
も
ら
約
二
百

人
が
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
そ

う
め
ん
を
味
わ
っ
た
。

和
み

の
部
屋
が
主
催
し
、

約
二
〇

に

の
そ
う
め
ん
を
用
意
。

青
山
地
区
民
生
　
児
童
委
員

協
議
会
が
横
越
地
区
で
伐
採

し
て
き
た
青
竹
を
半
分
に
割

り
、

消
毒
し
て
つ
な
さ
合
わ

せ
た
流
し
台
は
ざ
っ
と
十
六

メ
ー
ト
ル
。

今
年
七
年
目
と

な
り
　
夏
の
風
物
詩
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
四
日
、

青
山
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

青
山
で
交
流
餅
つ
き
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

地
域
の
住
民
百
人
が

集
ま
り
、

餅
つ
き
を
楽
し
み
　
つ

き
立
て
の
餅
を
食
べ
な
が
ら
和
や

か
に
交
流
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ

ー
で
は
知
的
障
が
い
の
あ
る
十
五

歳
以
上
の
四
十
人
が
製
品
づ
く
り

の
作
業
や
運
動
　
趣
味
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
元
気
に
過
こ
し
て
い
ま
す
。

新
潟
西
安
全
協
会
の

創
立
五
〇
周
年
記
念
式

典
が
十
月
二
十
日
　
黒

埼
市
民
会
館
で
開
か
れ

た
。

本
年
の
同
日
ま
で

の
本
県
交
通
事
故
死
亡

者
は
百
十
七
人
。

犠
牲

者
に
黙
祷
を
し
た
後

優
良
運
転
者
交
通
安
全

功
労
者
に
対
す
る
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

西
有
明
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
　
有
明
園
と
地
域
団
体
の
懇
談
会

が
九
月
二
十
六
日
　
同
園
で
開
か
れ
、

同
園
職
員
、

有
明
自
治
協
議
会
、

青

山
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
明

和
会
か
ら
二
十
二
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

こ
の
懇
談
会
は

「火
災
　
災
害

等
緊
急
時
に
お
け
る
協
力
関
係
づ
く

り
の
た
め
に
」
と
昨
年
か
ら
始
ま
り

今
回
は
七
月
に
発
生
し
た
中
越
沖
地

震
を
め
ぐ
っ
て
懇
談
し
た
。

柏
崎
市

の
被
災
地
施
設
に
派
遣
さ
れ
た
有
明

園
職
員
の
報
告
を
聞
い
た
後
　
当
地

域
で
同
じ
よ
う
な
受
害
が
発
生
し
た

さ
い
　
有
明
園
と
し
て
要
援
護
者
ら

の
受
け
入
れ
を
ど
う
す
る
か
　
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

第
九
回
ふ
れ
あ
い

夏
ま
つ
り
が
八
月
二

十
五
日
、

西
有
明
町

有
明
福
祉
タ
ウ
ン
で

行
わ
れ

子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
約
千

五
百
人
が
詰
め
か
け
、

盆
踊
り

花
火
に
興
じ

会
場
に
並
ん
だ
出
店

は
大
勢
の
人
出
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
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